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問題　＜＜


を満たす実数に対し，空間内の点，， ，

　　，， ，，， ，，， 
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　　を頂点とする四面体の体積を  ，この四面体の平面による切り口の面積を  とする。

　　このとき以下の各問いに答えよ。

　　 



， 


をそれぞれ求めよ。

　　＜＜


における  の最大値を求めよ。

　　＜＜


における  の最大値を求めよ。

解答　，とおく。点，，，

　　，，，，，，，，

　　をとり，直方体を考えると，この

　　直方体の頂点をつおきに結んだものが四面体

　　である。，，，の中点をそれぞれ，，，とすると

　　　　　，，，，，，，，，，，

　　となり，，は軸上，，は軸上にあって，四面体の平面による切り口は

　　ひし形である。したがって　　 ･


　……①

　　また，直方体の体積を  とすると

　　　　　  
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  ･     

　　三角錐，，，はすべて合同で体積は

  ，これらつの三角錐を

　　直方体から除いたものが四面体であるから

　　　　　   ･
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　　＜＜であるから，①より求める最大値は　 
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　　②より

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  とおくと，
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であるから＜＜であり　
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　　したがって  は
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のとき最大値
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をとる。


